






 

 

 

・集計・推計方法 

（１）集計方法 

業種別（１７分類）及び登録件数別（３階層）に有効回答数の集計を行った。 

 

（２）推計方法 

【標本調査区分】 母集団を登録件数別（１０件未満、１０件以上１００件未満、１００件以上）の区分に分けた後、標

本調査区分（１０件未満及び１０件以上１００件未満）の各層については、推計元標本について

の集計結果を推計元標本数で除し、各層の母集団数を乗じることによって算出を行った（平均

値による拡大）。 

 

                 （各層の推計元標本集計値） 

 （各層の全体推計値） ＝                     × （各層の母集団数） 

                  （各層の推計元標本数） 

 

 

【全数調査区分】 全数調査である登録件数「１００件以上」の層の未回収法人の補完は、各調査事項の平均値に

より行った。  

           

         

 

  




